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伊
予
農
業
高
等
学
校
３
年（
受
賞
時
）

の
竹
内
夏
帆
さ
ん
は
、
１
月
19
日
㈯
、

20
日
㈰
に
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
で
開
催

さ
れ
た
「
第
13
回
全
国
高
校
生
パ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
全
国

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
５
２
１
点
の
中
か

ら
書
類
審
査
を
通
過
し
た
24
人
で
競
わ

れ
、
特
別
賞
で
あ
る
「
伊
豆
の
国
市
教

育
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
が
製
作
し
た
「
は
ち
み
つ

ジ
ン
ジ
ャ
ー
de
レ
モ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
、

デ
ニ
ッ
シ
ュ
生
地
で
紅
茶
生
地
を
包
み

込
ん
だ
パ
ン
で
す
。
レ
モ
ン
、
蜂
蜜
、

シ
ョ
ウ
ガ
を
使
用
し
、
地
産
地
消
に
も

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
の
と
き
に
も
全
国
大
会
に
出

場
し
た
竹
内
さ
ん
。「
去
年
入
賞
で
き

な
か
っ
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
も
う
一

度
挑
戦
し
ま
し
た
。
入
賞
す
る
こ
と
を

目
標
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
の
製
作
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
パ
ン

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
爽
や

か
な
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
、
県
外
へ
の
進
学
を
決

め
て
い
て
「
パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
培
っ

た
技
術
や
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

で
す
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

全国高校生パンコンテスト 伊豆の国市教育長賞

竹　内　夏
か

　帆
ほ

　さん

愛媛県立伊予農業高等学校 3 年（長浜町櫛生出身）
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税　　　別 4月 5月 6月 7月

市 県 民 税 1期

固 定 資 産 税 1期 ２期

軽 自 動 車 税 1期

国 民 健 康 保 険 税 1期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。

4 月の納税など　納期限は 5 月 7 日㈫です。

人の動き（先月比）

人　口　43,322人　（－ 22 ）
　男　　20,668人　（－ 14 ）
　女　　22,654人　（－  8 ）
世帯数　19,830世帯（－ 11 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　　6件（ 120 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者 7人（ 29 人）

（2019年２月末現在）

　２月28日㈭、畑の前
橋下の河川敷で菜の花
が色鮮やかに咲き誇っ
ていました。ミツバチ
が花のみつを集め、春
の到来を告げていまし
た。
　菜の花の花言葉は
「快活」です。みなさん
も、身近な春を探しに
出かけてみませんか。

※今月号から、高校生以下の全国およびそれに類似する大会に出場した人を紹介します。

デ
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古き町並みを後世に
～肱南地区調査報告会・シンポジウム～

（特集）
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２
カ
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
肱

南
地
区
に
残
る
歴
史
的
町
並
み
調
査
の

最
終
報
告
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
１
月

27
日
㈰
、
市
役
所
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
前
半
の
調
査
報
告
で
は
、
調

査
し
て
き
た
内
容
と
、
調
査
で
分
か
っ

て
き
た
肱
南
地
区
の
町
内
の
特
徴
に
つ

い
て
、
岡
山
理
科
大
学
か
ら
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

 

１　

歴
史
的
建
造
物
の
特
徴
と
変
遷                

　

今
回
、
地
区
内
42
棟
の
歴
史
的
建
造

物
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
図
１
）。

小
屋
組
（
屋
根
を
支
え
る
屋
根
裏
の
骨

組
み
）
の
状
況
、
和
釘
の
使
用
、
部
材

の
煤す
す

け
具
合
な
ど
か
ら
建
築
年
代
を
割

り
出
し
た
と
こ
ろ
、
表
１
の
よ
う
に
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
建
て

ら
れ
た
建
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
唯

一
の
棟む
な

札ふ
だ

発
見
と
な
っ
た
建
物
は
、
嘉か

永え
い

４
（
１
８
５
１
）
年
の
建
築
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
大
洲
の
町
家
の
中
で

も
一
番
古
い
も
の
と
し
て
、
建
物
の
時

代
や
構
造
を
比
較
す
る
目
安
と
な
り
ま

し
た
。

 

２　

接
客
空
間
（
客
間
）
の
位
置
関
係   

　

一
般
の
町
家
が
２
階
部
分
に
接
客
空

間
（
客
間
）
を
作
る
の
は
、
明
治
後
期

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
洲

で
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た

建
物
で
客
間
の
２
階
化
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
他
地
域
に
比
べ
て
２
階
の

発
達
が
早
い
こ
と
が
検
証
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
間
口
が
狭
い
上
、
店み
せ

間ま

を
設
け
た
１
階
で
は
十
分
な
客
間
を
確

保
で
き
な
い
た
め
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
来
客
を
招
い
て
接
待
す
る
客

間
は
、
家
の
中
で
も
重
要
な
部
屋
で
、

家
を
平
面
的
に
見
た
場
合
、
家
の
中
心

部
分
に
対
し
て
道
側
（
表
）、
奥
側
、

家
の
左
右
の
ど
こ
に
配
置
す
る
の
か
で

そ
の
町
の
傾
向
が
分
か
り
ま
す
。
大
洲

の
場
合
、
道
に
平
行
し
て
座
敷
を
置
い

た
家
で
は
、
志
保
町
通
り
を
境
と
し
て

西
側
で
は
大
洲
城
向
き
に
、
東
側
で
は

大
洲
神
社
向
き
に
配
置
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
２
方
向
を
上
座
と
し
た

場
合
、
１
階
の
通
り
土
間
は
下
座
に
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。

 

３　

町
割
り
の
変
遷
と
町
並
み
の
復
原     

　

今
回
の
調
査
で
は
、
建
物
の
道
路
側

に
石
積
み
の
水
路
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い

こ
の
水
路
は
、
建
物
内
に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
街
区

を
取
り
囲
む
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
町

家
の
奥
行
は
約
９
間
（
16
・
７
メ
ー
ト

図 1 　調査実施家屋
（黄・赤：平成29年度調査　緑：平成30年度調査）

表 1 　調査結果による建築年代

図 2 　昔の肱南地区の街路幅 写真 1 　確認された旧水路

建築年代 棟数 備　考

江戸時代 末期 10 1 棟：嘉
か

永
えい

４（1851）年

明治時代

初期 6

中期 5

末期 3 1 棟：明治４1（1908︶年

大正時代 ₇

昭和時代 9

合　　計 ４2

肱
南
地
区
の
歴
史
的
町
並
み
調
査

―
解
明
さ
れ
た
大
洲
の
特
徴
と
変
遷
―
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ル
）
で
、
現
在
の
町
家
境
の
背
割
り
排

水
か
ら
旧
水
路
の
内
側
ま
で
が
約
９
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
道
幅

は
、
現
在
よ
り
も
広
く
、
道
の
両
側
に

は
水
路
が
通
っ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し

ま
し
た
（
図
２
）。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
建
物
の
痕
跡
か

ら
、
建
物
１
階
の
軒
は
腕
木
で
支
え
ら

れ
た
出だ
し

桁け
た

造づ
く
り

（
軒
を
深
く
前
面
に
張
り

出
し
た
造
り
）で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
、

江
戸
時
代
に
は
、
町
家
の
前
面
に
水
路

を
通
し
、
出
桁
造
の
意
匠
を
持
っ
た
町

並
み
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
（
図
３
）。

　

調
査
報
告
を
聞
い
た
市
民
か
ら
は
、

「
町
並
み
の
外
観
を
残
し
て
い
く
上
で
、

い
つ
の
時
代
の
町
並
み
を
目
指
す
べ
き

か
」
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真

２
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
江え

面づ
ら

教
授
は
「
今

回
の
調
査
で
、
大
洲
の
町
並
み
は
江
戸

時
代
か
ら
昭
和
初
期
と
時
代
的
に
も
幅

広
い
建
物
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
と
し
、「
建
物
の
保
存
に
つ

い
て
は
、
画
一
的
に
一
つ
の
時
期
を
目

指
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
良
さ
を
残
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

町
並
み
を
保
存
し
て
い
く
上
で
、
最
も

重
要
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
、
報
告
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

 

４　

町
並
み
の
保
存
と
活
用
を
考
え
る   

　

後
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
歴
史

的
町
並
み
を
残
す
に
は
…
」
を
テ
ー
マ

に
、
ま
ず
岡
山
理
科
大
学
工
学
部
建
築

学
科
の
江
面
嗣つ
ぐ

人と

教
授
に
よ
る
「
歴
史

文
化
を
活い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た（
写
真
３
）。

　

江
面
教
授
は
、
文
化
財
の
保
存
と
観

光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
本
物
の
文

化
財
に
接
す
る
こ
と
で
、
よ
り
文
化
の

理
解
を
深
め
、
文
化
財
保
存
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
、そ
れ
が
、

観
光
面
に
生
か
さ
れ
て
く
る
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

先
駆
的
に
歴
史
的
町
並
み
の
保
存
を
行

っ
て
い
る
３
つ
の
地
域
（
岡
山
市
北
区

西
大
寺
・
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
・
福

山
市
鞆
の
浦
）の
団
体
の
代
表
者
か
ら
、

町
並
み
保
存
に
至
る
経
緯
や
現
状
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　

ま
た
、
歴
史
的
な
建
造
物
活
用
の
面

で
は
、
兵
庫
県
篠
山
市
を
中
心
に
古
民

家
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
一
般
社
団

法
人
ノ
オ
ト
の
金
野
幸ゆ
き

雄お

代
表
理
事
に

よ
る
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
に
向
け
た

提
案
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
、
各
報
告
に
対
す
る
質
問

に
答
え
る
形
で
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
は
、「
住
民
の
主
体
的
保

存
の
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
何

が
必
要
か
」、「
保
存
会
で
の
世
代
交
代

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」
な

ど
数
多
く
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
江
面
教
授

は
、「
若
い
人
の
み
で
は
町
並
み
の
保

存
は
困
難
と
し
て
も
、
年
長
者
の
意
見

も
取
り
入
れ
、
お
互
い
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
歴
史
的
町
並

み
を
残
し
て
い
く
基
本
的
な
姿
勢
で
あ

る
」
と
総
括
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉

じ
ま
し
た
。

図 3 　昔の町並みの復原イメージ図

写真 2 　報告会内容について質問する市民

写真 3 　江面教授による基調講演

写真４ 　パネリストによるパネルディッカッション

出桁造
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